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論文内容要旨
 口腔粘膜は常に多種多様の外来性抗原に曝されており,重層扁平上皮による物理的バリアーと
 ランゲルハンス細胞,リンパ球などから構成される免疫的バリアーを有している。ヒト剖検舌を
 用いて上皮の厚さと上皮内ランゲルハンス細胞の分布密度を調べ,ヒト舌粘膜の防御機構の加齢
 変化を検索した。
 材料および方法:剖検舌を10%中性緩衝ホルマリンで固定後,舌中央。舌背部で切り出し,パ
 ラフィン包埋した。3μの連続切片を作製,ヘマトキシリン・エオジン(R&E)染色を施し,
 光顕的に観察,病変のみられない529例(0-105歳:男性298例,女性231例)を検索対象とした。
 上皮の厚さは,琶&E染色標本で,上皮表面長10mmあたりの上皮断面積を画像解析装置
 TR1/P(ラ1一ック・システムエンジニアリング社)で計測,平均の厚さを求めた。ランゲルハ
 ンス細胞は抗ウシS-100蛋白ポリクローナル抗体(DAKO社)を用いて免疫組織化学的に同
 定した。メラノサイトとの鑑別のため連続切片にフォンタナ・マッソン染色を施した。上皮表面
 長10mmのランゲルハンス細胞数を顕微鏡下(x400)で測定,上皮表面長あたりおよび上皮断
 面積あたりの細胞密度を求めた。
 結果:①上皮の厚さ;全平均の上皮の厚さは男性0.648±0.246mm(平均値±標準偏差),女
 性0・565±0・221mmだった。男性は女性より有意に厚かった(p〈0.001)。男性では40-49歳群
 まで増加し,70-79歳群では9%減少,90-99歳群では27%と有意に減少した(pく0.001)。女
 性では男性同様に40-49歳群まで増加し,70一一79歳群では12%減少,iOO歳以上群では38%と有
 意に減少した(pく0.05)。②ランゲルハンス細胞密度;1)上皮表面長当たりの細胞密度;全
 平均の上皮表面長当たりの細胞密度は男性4.77±5.24/mm,女性4.87±5.57/mmだった。男女
 間に有意差はみられなかった。男性では30-39歳群まで増加し,60-69歳群では41%減少,80-89
 歳群では68%と有意に減少した(p<0・05)。女性では20-29歳群まで増加し,60-69歳群では57%
 と有意に減少(p<0.Oi),100歳以上群では75%と有意に減少した(p〈0.05)。2)上皮断面
 積当たりのランゲルハンス細胞密度;全平均の上皮断面積当たりの細胞密度は男性で
 7・38±7・41/mm2・女性9・19±10・0/mm2だった。男女間に有意差はみられなかった。男性では
 30-39歳群まで増加し,50-59歳群では33%減少した。70-79歳群では49%と有意な(p〈0.05)
 減少を示した。女性では20-29歳群まで増加し,60-69歳群で62%'と有意に減少(p<0.01),100
 歳以上群では70%と有意に減少した(p<0.05)。
 考察:加齢とともにヒト舌では・粘膜上皮が菲薄化し,抗原提示細胞であるランゲルハンス細
 胞の分布密度が減少することから,高齢者では物理的バリヤー,免疫的バリアーの両方が減弱し,
 防御機構が低下することが示唆された。このことは高齢者に口腔の感染症や悪性腫瘍が多発する
 ことと関連があると考えられた。
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審査結果要旨
 本論文は,ヒトの口
 膜上皮のもつ防衛
 的方法を用いて詳細に検索したものである。
 目腔粘膜は重屡鷹
 もっている。物理
 ルハンス細胞等が
 択した男性298例
 組織切片を作製
 タ画像解析装置を
 ソゲルハンス総胞
ンタナ・マッソソ染色にて同定し,細胞数を計測してい
 本論文によると,
 を有していたが,
 で,有棘層は薄く
 代まで増加し,そ
 さは若年群より
 S弓00蛋白陽性で
 ゲルハンス細胞の
 20歳代まで増加
 し,100歳代では約
 より,(生)粘膜上
 せる因子を産生す
 る腫瘍抗原等を認
 方が減弱していると考察している。
 以上本論文は,多
 を解明するうえで
 の上皮内ランゲル
 とは,口腔機能の
 するところが大きい。よっ
